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子
ど
も
医
療
費
を
18
歳
ま
で
無
償
化

熊
谷（
良
）議
員　
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
範
囲

を
15
歳
か
ら
18
歳
ま
で
拡
大
し
て
、
か
か
る
費
用
は
い

く
ら
増
え
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　
令
和
３
年
度
は
８
月
か
ら
対
象
拡

大
と
な
り
、
約
８
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。
１
年

間
で
は
約
１
１
０
０
万
円
で
あ
る
。

ここにも
注目！！

令和3年度予算令和3年度予算

　
３
月
定
例
会
を
、
３
月
１
日
か
ら
12
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、
4
日
に
総
括
質
疑
を
行
い
、
５
日
・
８
日
の
予
算

特
別
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
12
日
の
本
会
議
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
直
ち
に
一
般
会
計
は
予
算
を
補
正
し
ま
し
た
。

六
郷
小
学
校
の
大
規
模
改
修

森
元
議
員　
単
年
度
事
業
と
し

て
は
多
額
だ
が
、
工
事
内
容
は

確
定
し
た
の
か
。
ま
た
、
３
小

学
校
に
入
学
す
る
児
童
は
、
令

和
８
年
度
以
降
は
20
人
前
後
と

な
り
、
そ
の
後
さ
ら
に
減
少
す

る
。
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
。

教
育
長　
実
施
設
計
を
令
和
２

年
度
に
行
い
、
内
容
は
確
定
し

た
。
３
小
学
校
は
数
年
後
、
全

学
年
と
も
１
学
級
に
な
る
。
運

動
会
を
３
校
合
同
で
行
う
な
ど
、

小
規
模
校
の
短
所
を
補
う
工
夫

を
し
て
、
質
の
高
い
教
育
活
動

を
続
け
る
。

 

総
括
質
疑

 

予
算
特
別
委
員
会

い
じ
め
対
策
は
ゼ
ロ
予
算
事
業
か

髙
山
議
員　
「
い
じ
め
対
策
」
の
事
業
費
は
予
算
に
計

上
さ
れ
て
い
る
の
か
。
啓け

い
も
う蒙

活
動
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
活
用
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
い
じ
め
対
策
は
重
視
し
て
い
る
が
、
予
算
の

上
に
は
表
れ
て
い
な
い
。
活
動
は
、
各
学
校
の
日
々
の

取
り
組
み
の
中
で
行
わ
れ
て
お
り
、
関
係
す
る
児
童
生

徒
へ
の
個
別
対
応
が
中
心
に
な
る
。
学
校
外
の
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
制
度
も
活
用
し
て
い
る
。

 

一
般
会
計

歳
入

町
税

泉
議
員　
個
人
町
民
税
の
各
所
得
を
ど
う
算
定
し
た
か
。

税
務
課
長　
給
与
所
得
の
推
計
に
は
毎
月
勤
労
統
計
調

査
、
営
業
所
得
の
推
計
に
は
小
規
模
企
業
景
気
動
向
調

査
を
用
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
ど
ち
ら

も
前
年
度
よ
り
減
少
す
る
と
見
込
ん
だ
。
農
業
所
得
は
、

Ｊ
Ａ
の
概
算
金
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
減
少

と
見
込
ん
だ
。

高
橋
議
員　
町
税
の
収
納
率
を
ど
う
見
込
ん
だ
か
。

税
務
課
長　
現
年
度
分
を
97
％
と
見
込
ん
で
計
上
し
た
。

六郷小改修1億8939六郷小改修1億8939万円万円町
税
は
減
少
、
地
方
交
付
税
は
増
加
。
自

主
財
源
比
率
は
22
・
１
％
と
な
り
、
前
年

度
よ
り
低
下
し
た
。

結
婚
新
生
活
支
援
助
成
金

深
澤（
均
）議
員　
対
象
と
な
る
夫
婦
の
要
件
は
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
４

年
３
月
31
日
ま
で
に
結
婚
し
、
と
も
に
39
歳
以
下
で

所
得
合
計
が
４
０
０
万
円
未
満
の
夫
婦
を
対
象
に
、

30
万
円
を
助
成
す
る
。

暮
ら
し

 

一
般
会
計

歳
出

一
般
会
計

一
般
会
計
111111
億
円
、六
郷
小
改
修
へ

億
円
、六
郷
小
改
修
へ

会計区分 予算額 前年度比

一 般 会 計 111億7174万円 0.6％

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 22億6983万円 0.6％

下 水 道 事 業 特 別 会 計 2億1593万円 ―1.1％

農業集落排水事業特別会計 1億8745万円 ―35.1％

後 期高齢者医療特別会計 2億2561万円 4.5％

水 道 事 業 会 計 （ 支 出 ） 8億　154万円 12.0％

飲用井戸の設置を補助する制度を創飲用井戸の設置を補助する制度を創
設する。地域福祉計画を策定する。設する。地域福祉計画を策定する。

ここにも
注目！！

民
生
費
国
庫
補
助
金

森
元
議
員　
生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支
援
事
業
費
等
補

助
金
に
つ
い
て
、
事
業
概
要
は
。

福
祉
保
健
課
長　
生
活
困
窮
者
と
そ
の
家
族
な
ど
の
相

談
に
応
じ
、
情
報
提
供
や
助
言
、
県
と
の
調
整
、
自
立

相
談
支
援
事
業
の
利
用
勧
奨
な
ど
、
必
要
な
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
週
４
日
の
体
制
で
相
談
支
援
員
が
対
応
し

て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
ネ
ッ
ト
配
信

鈴
木（
正
）議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
で
、イ
ベ
ン

ト
の
参
加
者
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
参
加

で
き
な
い
人
に
向
け
て
ネ
ッ
ト
配
信
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
参
加
者
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
か
、
感
染

の
状
況
を
見
て
、
適
切
な
時
期
に
判
断
す
る
。
制
限
し

た
場
合
は
、ネ
ッ
ト
配
信
等
の
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

予算特別委員会
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令
和
3
年
度
予
算

令
和
3
年
度
予
算



小
中
学
校
の
耳
鼻
科
医
報
酬

村
田
議
員　
小
学
校
は
１
・
３
・
５
年
生
、
中
学
校

は
１
・
３
年
生
に
耳
鼻
科
健
診
を
実
施
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
隔
年
と
す
る
理
由
は
。

教
育
推
進
課
長　
眼
科
検
診
は
令
和
３
年
度
か
ら
毎

年
実
施
と
な
る
が
、
耳
鼻
科
検
診
は
時
間
が
か
か
る

た
め
、
委
嘱
医
を
２
名
に
増
や
し
た
新
体
制
で
も
、

毎
年
実
施
す
る
の
は
難
し
い
。

美
郷
町
奨
学
金
返
還
助
成
制
度

泉
議
員　
創
設
す
る
助
成
制
度
の
概
要
は
。

教
育
推
進
課
長　
秋
田
県
奨
学
金
返
還
助
成
制
度
に

認
定
さ
れ
、
美
郷
町
に
住
所
が
あ
り
、
令
和
２
年
度

以
降
に
大
学
等
を
卒
業
し
、
３
年
４
月
１
日
以
降
に

県
内
の
企
業
等
に
就
職
し
た
人
が
対
象
。
奨
学
金
を

返
還
し
た
後
に
助
成
す
る
制
度
で
あ
る
。

子
ど
も
の
遊
び
場
づ
く
り
事
業
費

泉
議
員　
未
就
学
児
童
に
土
曜
日
の
遊
び
場
を
提
供

す
る
新
事
業
「
お
や
こ
ふ
ら
っ
と
広
場
」
と
は
。

福
祉
保
健
課
長　
第
１
・
２
・
３
土
曜
日
は
認
定
こ

ど
も
園
で
行
い
、
第
４
土
曜
日
は
住
民
活
動
セ
ン
タ

ー
で
実
施
す
る
。
季
節
に
あ
っ
た
工
作
な
ど
を
親
子

で
体
験
し
て
も
ら
う
予
定
。

美
郷
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本

鈴
木（
正
）議
員　
事
業
の
概
要
と
、配
布
の
方
法
に
つ

い
て
説
明
を
。

生
涯
学
習
課
長　
町
へ
の
関
心
を
育
み
、
幼
少
期
か
ら

読
書
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
美
郷
町
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
制
作
す
る
。
絵
を
描
く
の
は
、
美

郷
大
使
の
永
田
萠
さ
ん
。
３
年
間
の
計
画
で
事
業
を

進
め
、
完
成
時
は
３
歳
児
か
ら
７
歳
児
に
配
布
し
、
次

年
度
か
ら
は
こ
ど
も
園
に
入
っ
た
３
歳
児
に
配
布
す

る
。

内
田
議
員　
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
報
償
費
は
、
永

田
さ
ん
に
支
払
わ
れ
る
も
の
か
。
制
作
と
編
集
の
全

体
的
な
取
り
ま
と
め
を
す
る
人
は
誰
か
。

生
涯
学
習
課
長　
制
作
委
託
料
と
し
て
、
令
和
３
年
度

は
約
１
０
０
万
を
予
算
に
計
上
し
た
。
報
償
費
は
、
永

田
さ
ん
が
来
町
し
て
取
材
す
る
際
の
交
通
費
な
ど
。
編

集
や
出
版
に
関
す
る
作
業
全
般
を
「
妖
精
村
」（
永
田
さ

ん
の
事
務
所
）に
委
託
し
、
印
刷
と
製
本
ま
で
担
当
し

て
い
た
だ
く
。

六
郷
高
等
学
校
教
育
振
興
会
補
助
金

鈴
木（
正
）議
員　
額
が
年
々
減
少
し
て
い
る
が
、ど
う

算
定
し
て
い
る
の
か
。

る
そ
う
だ
が
、
設
計
か
ら
製
造
ま
で
は
相
当
な
金
額

が
か
か
る
の
で
は
。

農
政
課
長　
開
発
は
大
田
区
産
業
振
興
協
会
に
委
託

す
る
。
９
７
０
万
円
の
予
算
の
中
に
は
、
設
計
か
ら

製
造
ま
で
が
含
ま
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
と
の
人
事
交
流

村
田
議
員　
Ｊ
Ａ
Ｌ
人
事
交
流
事
業
と
、
地
域
お
こ

し
企
業
人
事
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
説
明
を
。

総
務
課
長　
令
和
３
年
度
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
人
事
交
流
事
業

は
、
町
か
ら
は
職
員
を
派
遣
せ
ず
、
一
方
向
だ
け
の

人
事
交
流
に
な
る
。
地
域
お
こ
し
企
業
人
事
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
総

務
省
の
事
業
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
か
ら
の
出
向
者
に
は

美
郷
町
の
魅
力
や
価
値
を
高
め
る
業
務
に
従
事
し
て

も
ら
う
。

温
泉
運
営
費
補
助
金

藤
原
議
員　
額
が
前
年
度
の
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
算
定
し
た
か
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
３
温
泉
の
年
間
利
用
者
数
を

10
年
前
と
比
較
す
る
と
、
約
10
万
人
も
減
少
し
て
い

る
。
値
上
げ
を
せ
ず
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
も
落
と
さ
ず

に
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
年
間
で
約
３

９
０
０
万
円
の
赤
字
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、

そ
の
額
を
予
算
に
計
上
し
た
。
補
助
金
の
交
付
は
、

年
度
末
に
赤
字
額
が
確
定
し
て
か
ら
行
う
。

畜
産
環
境
総
合
整
備
事
業
負
担
金

深
澤（
均
）議
員　
事
業
費
の
内
訳
は
。
ま
た
、堆
肥
セ

ン
タ
ー
の
処
理
能
力
は
。

農
政
課
長　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
に
、
県
の
農

業
公
社
が
総
事
業
費
お
よ
そ
６
億
３
千
万
円
、
２
年
間

か
け
て
取
り
組
む
。
令
和
３
年
度
は
、
実
施
設
計
、
敷

地
の
造
成
、
新
方
式
の
堆
肥
発
酵
機
の
導
入
な
ど
に
１

億
４
７
０
０
万
円
ほ
ど
か
か
り
、
そ
の
う
ち
７
６
９
２

万
３
千
円
を
町
が
負
担
す
る
。
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
現

在
の
年
間
処
理
能
力
は
約
７
千
ト
ン
だ
が
、
今
後
は
１

万
ト
ン
弱
を
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

薬
用
植
物
栽
培
器
具
開
発
業
務
委
託
料

藤
原
議
員　
エ
イ
ジ
ツ
を
引
き
抜
く
機
械
を
開
発
す

産
　
業

園芸作物への転換を支援する事業、園芸作物への転換を支援する事業、
空き店舗の活用に補助する事業、道の空き店舗の活用に補助する事業、道の
駅における情報提供力向上などの事駅における情報提供力向上などの事
業にも取り組む。業にも取り組む。

教
育
・
文
化

ここにも
注目！！

地域防災計画を見直してハザードマッ地域防災計画を見直してハザードマッ
プを改定する。河川の改修・プを改定する。河川の改修・浚浚

しゅんせつしゅんせつ
渫渫工工

事などの事業にも取り組む。事などの事業にも取り組む。

ここにも
注目！！

ここにも
注目！！

オリンピック・パラリンピックの関連行オリンピック・パラリンピックの関連行
事を開催する。公民館や学友館などの事を開催する。公民館や学友館などの
社会教育施設に無線LANを設置する。社会教育施設に無線LANを設置する。

教
育
推
進
課
長　
学
校
の
活
動
を
伝
え
る
通
信
の
発

行
な
ど
に
取
り
組
む
た
め
の
人
件
費
分
を
、
３
年
間
は

上
乗
せ
し
て
き
た
。
補
助
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
か
確
認
し
、額
を
決
め
て
い
る
。

危
険
空
き
家
等
解
体
費
補
助
金

深
沢（
義
）議
員　
空
き
家
の
危
険
度
判
定
は
、ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
か
。
空
き
家
の
解
体
に
は
、
最
大
80

万
円
の
補
助
が
出
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

住
民
生
活
課
長　
危
険
度
の
判
定
は
、
国
土
交
通
省
の

不
良
度
判
定
基
準
に
従
っ
て
い
る
。
解
体
費
の
補
助

額
上
限
を
、50
万
円
か
ら
80
万
円
に
引
き
上
げ
る
。

消
防
団
の
雨
合
羽

細
井
議
員　
消
防
団
の
雨
合
羽
を
購
入
す
る
そ
う
だ

が
、
団
員
数
と
比
べ
て
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

住
民
生
活
課
長　
出
動
人
数
の
年
間
実
績
を
見
て
、

団
員
数
の
６
割
、
２
１
０
着
と
し
た
。
雨
合
羽
は
各

分
団
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
置
き
、
管
理
し

て
も
ら
う
。

捕
獲
檻

髙
山
議
員　
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
檻お

り

に
つ
い
て
「
ク
マ

の
匂
い
が
し
な
い
専
用
の
も
の
を
」
と
所
管
事
務
調

査
で
意
見
を
出
し
た
が
、
対
応
し
て
も
ら
え
た
か
。

農
政
課
長　
ク
マ
用
、
イ
ノ
シ
シ
用
、
そ
れ
ぞ
れ
１

基
ず
つ
予
算
計
上
し
た
。

安
全
・
防
災

聖火リレー実物トーチ展示
（令和２年３月役場庁舎玄関ホール）
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令
和
3
年
度
予
算

令
和
3
年
度
予
算



国
民
健
康
保
険
税

泉
議
員　
滞
納
繰
越
額
の
予
算
へ
の
計
上
割
合
は
。

税
務
課
長　
滞
納
繰
越
額
の
20
％
収
納
を
目
標
に
し

た
。

若
年
者
特
定
健
診

細
井
議
員　
30
歳
と
35
歳
を
対
象
に
令
和
３
年
度
か

ら
実
施
す
る
健
診
と
は
。

福
祉
保
健
課
長　
町
独
自
の
施
策
と
し
て
、
若
年
者

を
対
象
に
健
診
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
将
来
に
お
け

る
健
康
リ
ス
ク
の
低
減
を
目
指
す
。
健
診
料
金
は
無

料
で
あ
る
。

 

反
　
対

 

賛
　
成

泉
議
員　
職
員
の
削
減
が
行
わ
れ
て
お
り
、賛
成

で
き
な
い
。職
員
数
は
定
員
適
正
化
計
画
よ
り

既
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。住
民
生
活
を
取
り
巻

く
環
境
が
変
化
し
て
い
る
中
、全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
職
員
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
体
制
を
求
め
る
。

細
井
議
員
　
第
２
次
美
郷
町
総
合
計
画
の
最
終

年
度
に
合
っ
た
、目
指
す
町
の
姿
の
達
成
が
期
待

で
き
る
予
算
で
あ
る
。歳
入
で
は
、繰
入
金
を
前

年
度
よ
り
２
億
５
５
６
万
円
減
ら
し
て
い
る
。歳

出
で
は
、ハ
ー
ド
面
は
各
分
野
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、

ソ
フ
ト
面
は
美
郷
町
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
事

業
に
、予
算
を
配
分
し
て
い
る
。

藤
原
議
員
　
美
郷
な
ら
で
は
の
事
業
を
確
実
か

つ
柔
軟
に
行
い
、バ
ラ
ン
ス
に
も
配
慮
し
た
、個
性

あ
ふ
れ
る
予
算
で
あ
る
。特
に
教
育
環
境
維
持
、

農
業
支
援
制
度
、福
祉
に
お
い
て
の
新
事
業
は
、

今
後
の
美
郷
町
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
期
待
で
き
る
。防
災
面
に
お
け
る
取
り
組
み

な
ど
、将
来
の
準
備
も
さ
れ
て
い
る
。

一
般
会
計
予
算
・
討
論

水
質
検
査
手
数
料

森
元
議
員　
水
質
検
査
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
。

建
設
課
長　
原
水
は
毎
月
、
細
菌
が
な
い
か
調
べ
、

年
に
１
回
は
37
項
目
の
検
査
を
し
て
い
る
。
塩
素
消

毒
を
し
た
浄
水
は
、
毎
月
９
項
目
の
検
査
を
し
て
い

る
。
毎
年
７
０
０
万
円
以
上
の
費
用
を
か
け
て
水
質

検
査
を
行
っ
て
い
る
。

 

水
道
事
業
会
計

採決で賛否が分かれた議案等を掲載しています。議長は採決には加わりません。 ○：賛成　●：反対

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
議
決
結
果

議員名

深
沢

義
一

高
橋

邦
武

鈴
木

正
洋

内
田

清
文

泉

美
和
子

森
元

淑
雄

髙
山

茂
雄

細
井

邦
男

熊
谷

良
夫

伊
藤

福
章

鈴
木

良
勝

村
田

薫

藤
原

政
春

深
澤

均

熊
谷

隆
一

澁
谷

俊
二

採　決　結　果

◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

議案第24号　令和３年度美郷町一般会計予算
 ◎令和３年第４回議会定例会（3/1～3/12）

令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

２
３
７
４
万
円

　

医
師
・
薬
剤
師
・
看
護
師
へ
の
報
償
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
業
務
・
接
種
会
場
設
営
・
駐
車
場
警
備
の
委

託
料
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
要
す
る
経
費
を
追
加
す
る
。

深
澤（
均
）議
員　
接
種
業
務
に
携
わ
る
人
数
の
内
訳

と
日
数
、接
種
者
数
の
目
安
は
。

福
祉
保
健
課
長　
65
歳
以
上
の
接
種
を
対
象
と
し
た

も
の
で
、
１
日
当
た
り
医
師
３
人
、
看
護
師
５
人
、

薬
剤
師
１
人
を
配
置
し
、
７
日
分
の
報
償
費
を
計
上

し
た
。
接
種
者
数
の
目
安
は
、
医
師
１
人
で
１
時
間

当
た
り
30
人
前
後
の
接
種
を
想
定
し
て
い
る
。

雪
害
対
策
緊
急
支
援
事
業
補
助
金

１
億
９
６
８
万
円

　

大
雪
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農
業
施
設
等
（
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
、
果
樹
等
）
の
復
旧
に
補
助
す
る
。

あ
っ
た
か
山
源
泉
ポ
ン
プ
復
旧
事
業　

１
０
４
０
万
円

　
2
億
９
５
５
５
万
円
を
追
加
し
、総
額
を
１
１
４
億
６

７
３
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

県
外
大
学
生
等
応
援
事
業	

５
７
万
円

　

美
郷
町
出
身
で
、
町
外
に
住
民
登
録
し
て
い
る
大

学
生
等
へ
町
の
特
産
品
を
贈
呈
す
る
。

こ
ど
も
園
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
小
中
学

校
環
境
整
備
事
業　

	

１
０
２
１
万
円

　

ト
イ
レ
手
洗
い
器
用
水
栓
の
交
換
、
空
気
清
浄

機
・
A
I
体
温
検
知
カ
メ
ラ
等
を
購
入
す
る
。

村
田
議
員　
水
栓
交
換
後
の
方
式
の
割
合
は
。

教
育
推
進
課
長　
自
動
式
・
レ
バ
ー
式
・
プ
ッ
シ
ュ

式
水
栓
の
割
合
は
、
こ
ど
も
園
は
約
36
％
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
は
約
51
％
、
小
中
学
校
は
約
23
％
と
な

り
、
残
り
は
ハ
ン
ド
ル
式
と
な
っ
て
い
る
。

雇
用
促
進
支
援
金	

２
９
９
万
円

　

新
卒
者
・
移
住
者
・
コ
ロ
ナ
離
職
者
の
町
民
を
６

か
月
以
上
雇
用
す
る
町
内
の
事
業
者
に
対
し
、
支
援

金
を
給
付
す
る
。

地
域
応
援
券
事
業			

１
億
２
４
２
９
万
円

　

全
町
民
へ
１
人
当
た
り
６
千
円
の
商
品
券
・
飲
食

券
・
サ
ー
ビ
ス
券
を
給
付
す
る
。

感
染
症
対
策
環
境
整
備
支
援
事
業
補
助
金

３
０
０
万
円

　

町
内
の
中
小
企
業
・
個
人
事
業
主
を
対
象
に
、
換

気
扇
・
網
戸
・
手
洗
い
場
等
の
設
置
に
補
助
す
る
。

飲
食
事
業
者
感
染
症
対
策
間
仕
切
り
設
置
支

援
事
業
補
助
金	

４
０
０
万
円

　

飲
食
業
を
営
む
町
内
の
中
小
企
業
・
個
人
事
業
主

を
対
象
に
、
店
舗
へ
の
間
仕
切
り
の
設
置
に
補
助
す

る
。

中
小
企
業
振
興
資
金
保
証
料
補
給
等
補
助
金

２
８
８
万
円

　

利
子
補
給
率
を
引
上
げ
、
利
子
補
給
期
間
を
延
長

す
る
。

 
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

7 6
みさと議会だより 第67号みさと議会だより 第67号

令
和
3
年
度
予
算

令
和
3
年
度
予
算

　　



令
和
2
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
、
農
地
集
積
加
速
化
基
盤
整
備
事
業
費
負

担
金
、
温
泉
運
営
費
補
助
金
な
ど
へ
１
億
７
５
７
8

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
４
７
億
８
０
５
万
円
と

し
ま
し
た
。

温
泉
運
営
費
補
助
金	

３
９
３
万
円

　

温
泉
施
設
へ
の
落
雷
や
源
泉
ポ
ン
プ
故
障
に
よ
る

長
期
休
業
は
、
指
定
管
理
者
の
責
に
帰
す
こ
と
が
で

き
な
い
事
情
に
よ
り
発
生
し
た
。
指
定
管
理
者
団
体

を
健
全
な
形
で
維
持
・
継
続
す
る
た
め
、
営
業
の
損

失
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
す
る
。

村
田
議
員　
休
業
中
の
社
員
の
勤
務
状
況
は
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
他
の
指
定
管
理
施
設
に
勤
務

を
振
り
替
え
し
て
い
る
。

熊
谷（
良
）議
員　
六
郷
温
泉
あ
っ
た
か
山
の
営
業
再

開
の
見
通
し
は
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
雪
消
え
等
の
状
況
を
見
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
予
定
で
、
３
月
中
の
工
事
着
手
は

難
し
い
。

条
例

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　

こ
ど
も
園
の
担
任
業
務
を
行
う
会
計
年
度
任
用
職

員
に
、
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
。

泉
議
員　
責
任
の
重
さ
な
ど
を
考
え
る
と
、
正
職
員

を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　
正
職
員
を
増
や
す
と
、
後
年
度
に
お
い

て
子
ど
も
の
減
少
等
へ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
。
職
員

の
病
気
休
暇
な
ど
非
常
時
に
対
応
す
る
も
の
。

制
定

廃
止

会計名 補正総額 補正後累計

一 般 会 計 １億７５７８万円 １４７億　８０５万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ５０１７万円 ２３億４３２０万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 △１４１万円 ２億２０７５万円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 △２６８万円 ２億８７４５万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ８８４万円 ２億２７７９万円

水 道 事 業 会 計

収 益 的 収 入 △３４３０万円 ４億１１４１万円

収 益 的 支 出 △２６２万円 ４億　　６４万円

資 本 的 収 入 ５７０万円 １億８６３１万円

資 本 的 支 出 △４６５万円 ３億　９２２万円

予算補正

令
和
3
年
度
予
算
以
外
の
議
案
で
は
、令
和
2
年
度
補
正
予
算
6
件
、条
例
な
ど
12
件
、

人
事
4
件
を
審
議
し
、
そ
の
全
て
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

美
郷
町
行
政
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

　

公
共
施
設
等
最
適
化
実
施
計
画
に
基
づ
く
美
郷
町

中
央
行
政
セ
ン
タ
ー
の
機
能
廃
止
に
伴
う
条
例
の
廃

止
。

【
副
町
長
】

　

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
再
任
）

【
教
育
長
】

　

次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
再
任
）

【
人
権
擁
護
委
員
】

　

次
の
方
の
推
薦
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
再
任
）

（
再
任
）

❖
人
事
❖

佐々木　敬治氏
（新町）

福田　世喜氏
（寺田）

藤谷　純子氏
（西高方町）

髙橋　智子氏
（扇田）

陳
情

「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」

の
採
択
を
求
め
る
陳
情

産
業
建
設
常
任
委
員
長
（
伊
藤
議
員
）　

「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ

る
生
活
を
作
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
経
済
を
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
」
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
人
が
多
い
」
な

ど
の
意
見
が
あ
り
、
出
席
委
員
の
全
会
一
致
で
「
採

択
す
べ
き
」
と
し
た
。

採
択

会計名 補正総額 補正後累計

水道事業会計
収益的支出 △７７万円 ４億１４８４万円

資本的支出 ５４万円 ４億　３２６万円

会計名 補正総額 補正後累計

水道事業会計
収益的収入 △７７万円 ４億１４８４万円

収益的支出 ５４万円 ４億　３２６万円

（誤）

（正）

訂
正
と
お
詫
び

　

み
さ
と
議
会
だ
よ
り
第
66
号
３
ペ
ー
ジ
「
予
算

補
正
」
の
一
部
に
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

深
く
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
訂
正
し
ま
す
。

正しくは「収入」でした

正しくは「収益的」でした

美郷町中央行政センター

3月3月
定例会定例会
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3
月
定
例
会
・
訂
正

3

月

定

例

会



　
３
月
11
日
の
本
会
議
で
は
、
４
議
員
が
５
項
目
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
以
下
、
質
問
・
答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

一般質問とは？

　一般質問は、年４回の議会定例会において行われます。行財政全般にわたる
議員主導による政策論議であるため、通告制が採用されています。

◇新型コロナ対策について
◇自主防災組織について

高
たかはし

橋　邦
くにたけ

武　議員

内
う ち だ

田　清
きよふみ

文　議員

鈴
す ず き

木　正
まさひろ

洋　議員

泉
いずみ

　美
み わ こ

和子　議員

◇地域公共交通の維持・確保について

◇当町における新型コロナウイルス感染症について

◇雪に強いまちづくりを

3月定例会3月定例会

高
たかはし

橋　邦
くにたけ

武 議員

高齢者へ交通助成券の
交付を

実施の是非を検討したい

議
員　
人
口
減
少
等
に
よ
り
公

共
交
通
の
維
持
・
確
保
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
高

齢
に
よ
り
免
許
の
返
納
が
増
え

て
い
る
現
状
が
あ
る
。

　

現
在
の
計
画
で
は
、
乗
り
合

い
バ
ス
や
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

の
利
用
状
況
を
調
査
し
、
利
便

性
の
向
上
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
し
て
い
る
。

　

乗
り
合
い
バ
ス
の
利
用
状
況

は
ど
う
か
。
通
学
す
る
高
校
生

の
バ
ス
定
期
券
に
助
成
を
し
て
、

利
用
促
進
を
検
討
し
て
も
良
い

と
思
う
。

　

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て
は
、
４
月
１
日
よ
り
制
度
改

正
し
て
の
運
用
に
な
る
が
、
そ

の
利
用
状
況
や
検
討
結
果
に
つ

い
て
聞
く
。
交
通
弱
者
と
言
わ

れ
る
人
た
ち
の
移
動
手
段
と
し

て
は
、
運
行
便
数
が
町
民
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
利
用
目

的
の
把
握
や
、
乗
降
箇
所
の
周

知
を
よ
り
改
善
す
べ
き
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
事
業
者
は
経
営

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

高
齢
者
は
社
会
交
流
機
会
の
減

少
に
よ
り
、
フ
レ
イ
ル
（
虚

弱
）
の
状
態
に
な
り
や
す
く
な

っ
て
い
る
。
一
般
タ
ク
シ
ー
も

利
用
可
能
な
交
通
助
成
券
を
交

付
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
路
線
バ
ス
は
、
現
在
３

路
線
５
系
統
の
運
行
と
な
っ
て

お
り
、
３
路
線
と
も
利
用
者
の

減
少
が
続
い
て
い
る
。
交
通
事

業
者
と
は
情
報
共
有
や
意
見
交

換
を
し
て
、
関
係
市
町
が
歩
調

を
合
わ
せ
、
補
助
金
交
付
に
よ

る
路
線
維
持
に
努
め
て
い
る
。

　

高
校
生
に
対
す
る
利
用
促
進

の
助
成
は
、
通
学
に
対
す
る
支

援
の
公
平
性
確
保
の
観
点
で
難

し
い
。

　

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
利
用

状
況
は
、
登
録
者
が
令
和
２
年

12
月
末
９
７
１
人
で
、
昨
年
よ

り
45
人
増
加
し
て
い
る
。
延
べ

利
用
者
数
は
平
成
30
年
度
が
６

３
５
７
人
、
令
和
元
年
度
が
６

１
９
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

制
度
改
善
に
向
け
て
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
検

討
し
て
お
り
、
運
行
便
数
の
増

加
、
乗
降
拠
点
の
見
直
し
に
つ

な
げ
て
い
る
。
時
間
帯
や
曜
日

町長

の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
民
業
圧

迫
と
な
ら
な
い
よ
う
に
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。
制
度
周

知
は
、
新
た
な
機
会
も
検
討
し

た
い
。

　

交
通
助
成
券
交
付
に
つ
い
て

は
、
多
方
面
の
観
点
で
実
施
の

是
非
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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学生へ再度支援金を

状況の変化に応じて検討町長

泉
いずみ

　美
み わ こ

和子 議員

議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
長
期
化
で
、
困
窮
す

る
学
生
や
子
育
て
世
帯
な
ど
が

増
え
て
い
る
。

　

学
生
へ
の
支
援
金
を
再
び
給

付
す
る
こ
と
と
、
子
育
て
世
帯

や
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
支
援
策

の
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
が
、

見
解
を
聞
く
。

町
長　
令
和
2
年
度
は
、
「
大

学
生
・
高
校
生
等
応
援
給
付
金

事
業
」
を
実
施
し
て
、
本
町
出

身
の
学
生
５
６
９
人
に
対
し
て

給
付
金
を
支
給
、
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
同
じ
目
的

で
支
援
金
を
再
び
給
付
す
る
事

は
考
え
て
い
な
い
。

　

今
後
、
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
な

ど
に
よ
り
取
り
巻
く
環
境
に
大

き
な
変
化
が
生
じ
、
学
生
の
生

活
等
に
対
応
が
必
要
な
際
は
検

討
す
る
。

　

子
育
て
世
帯
・
生
活
困
窮
世

帯
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

昨
年
、
児
童
手
当
受
給
者
に
対

し
て
、
国
の
「
子
育
て
世
帯
へ

の
臨
時
特
別
給
付
金
」
と
町
の

「
美
郷
子
育
て
世
帯
応
援
給
付

金
」
を
、
児
童
一
人
当
た
り
そ

れ
ぞ
れ
１
万
円
を
支
給
し
、
子

育
て
世
帯
の
生
活
支
援
を
行
っ

て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
に
は
県

が
児
童
手
当
受
給
者
世
帯
お
よ

び
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し

て
、
一
人
当
た
り
１
万
円
の
商

品
券
を
配
布
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

　

町
で
は
全
町
民
に
地
域
応
援

券
の
交
付
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員　
近
年
、
大
雨
洪
水
や
暴

風
雨
被
害
な
ど
が
多
発
し
て
お

り
、
日
常
的
な
防
災
・
減
災
の

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
も
あ
り
、
自
主
防
災
組
織
の

活
動
も
十
分
で
な
か
っ
た
と
思

自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
支
援
を

主
体
的
活
動
に
は
支
援
を
検
討

町
長

わ
れ
る
が
、
活
動
状
況
は
ど
う

か
。　

日
常
的
な
訓
練
等
に
財

政
支
援
を
求
め
る
声
も
あ
る
が

見
解
を
聞
く
。

町
長　
町
へ
支
援
を
依
頼
し
、

防
災
研
修
等
を
開
催
し
た
自
主

防
災
組
織
は
、
令
和
元
年
度
は

５
組
織
、
令
和
２
年
度
は
４
組

織
で
あ
っ
た
。

　

町
は
、
自
主
防
災
組
織
の
主

体
的
な
活
動
に
支
援
を
し
て
き

た
。
ハ
ー
ド
面
で
は
、
発
電
機
、

投
光
器
な
ど
防
災
機
材
等
の
整

備
に
、
こ
れ
ま
で
13
組
織
に
計

２
３
１
０
万
円
を
助
成
し
て
き

て
い
る
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
各

組
織
の
指
導
者
研
修
会
を
通
じ

指
導
者
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
と
違
う
主
体
的
活

動
を
展
開
し
た
い
組
織
が
あ
れ

ば
、
内
容
と
規
模
に
応
じ
て
適

切
な
支
援
策
を
検
討
す
る
。

ポストコロナを見据えた
第３次美郷町総合計画は

町の特色を大切にしていく町長

内
うちだ

田　清
きよふみ

文 議員

議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
に
つ
い
て
、
次
の
５

点
の
見
解
を
聞
く
。

　

①
事
業
者
や
農
業
者
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
出
て
い
る
の
か
、

そ
の
調
査
結
果
は
。

　

②
地
域
応
援
商
品
券
や
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
宿
泊
券
、
環
境
整

備
支
援
事
業
補
助
金
な
ど
の
事

業
が
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら

に
対
し
て
町
民
や
事
業
者
か
ら

ど
の
よ
う
な
反
応
が
あ
っ
た
か
。

　

③
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
や
活
動

が
中
止
あ
る
い
は
延
期
と
な
っ

た
が
、
関
連
予
算
の
減
額
は
い

く
ら
か
。
ま
た
、
減
額
と
な
っ

た
経
費
の
使
途
は
。

　

④
９
月
議
会
で
町
長
は
、
感

染
防
止
対
策
と
経
済
活
動
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
大
切
と

答
弁
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
て
い
る
か
。

　

⑤
令
和
３
年
度
中
に
「
第
３

次
美
郷
町
総
合
計
画
」
を
策
定

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
他
の
自

治
体
に
は
な
い
町
独
自
の
考
え

が
あ
る
か
。

町
長　
①
電
話
調
査
で
町
内
37

事
業
者
に
景
況
感
を
確
認
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
元

年
度
よ
り
売
り
上
げ
が
減
少
し

た
と
回
答
し
た
の
は
、
６
業
種

の
25
事
業
者
と
な
っ
て
い
る
。

　

農
業
分
野
で
は
、
水
稲
の
国

内
需
要
の
減
退
、
外
食
需
要
の

減
少
、
在
庫
増
加
な
ど
の
影
響

に
よ
り
、
米
価
の
下
落
が
心
配

さ
れ
る
。

　

②
商
品
券
・
食
事
券
は
「
町

民
全
員
が
使
用
で
き
て
よ
か
っ

た
」
「
町
内
の
飲
食
店
を
利
用

す
る
機
会
と
な
っ
た
」
な
ど
の

言
葉
を
多
く
い
た
だ
い
た
。
一

方
で
は
「
施
設
に
入
所
し
て
い

る
人
は
、
食
事
券
の
使
用
が
難

し
い
」
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
宿
泊
券
事

業
期
間
内
の
宿
泊
者
数
は
、
昨

年
同
期
比
38
％
増
と
な
っ
て
お

り
、
効
果
は
十
分
に
あ
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。

　

環
境
整
備
支
援
事
業
補
助
金

は
、
４
０
２
万
４
千
円
を
交
付

し
て
お
り
、
事
業
者
か
ら
効
果

が
あ
っ
た
と
う
か
が
っ
て
い
る
。

　

③
減
額
予
算
総
額
は
、
歳
出

６
７
０
０
万
円
、
歳
入
１
３
０

０
万
円
で
差
引
５
４
０
０
万
円

と
な
る
。
使
途
は
一
般
会
計
に

充
当
さ
れ
て
い
る
。

　

④
感
染
防
止
対
策
で
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
円
滑
に
実
施
し

て
い
く
こ
と
に
尽
き
る
。

　

経
済
活
動
で
は
、
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、
事
業
者
の
円
滑

な
事
業
展
開
に
向
け
た
支
援
や

町
民
の
生
活
支
援
に
努
め
る
。

　

⑤
町
は
こ
れ
ま
で
、
他
自
治

体
に
先
ん
じ
て
企
業
と
の
連
携
、

ラ
ベ
ン
ダ
ー
美
郷
雪
華
の
活
用

な
ど
「
美
郷
な
ら
で
は
」
の
取

り
組
み
を
実
施
し
て
き
た
。
こ

う
し
た
こ
と
は
町
の
特
色
と
し

て
大
切
に
し
、
今
後
も
各
般
に

わ
た
り
推
進
し
て
い
く
。

ラベンダー美郷雪華を活用した商品
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鈴
すずき

木　正
まさひろ

洋 議員

町長

融雪槽の設置に補助を

今後検討していく

議
員　
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
次
の
４
点
の
見
解

を
聞
く
。

　

①
六
郷
地
区
の
中
央
通
り
線

の
消
雪
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

②
六
郷
町
部
の
流
雪
溝
整
備

に
つ
い
て
、
今
あ
ら
た
め
て
、

住
民
に
考
え
を
確
認
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

③
個
人
が
融
雪
槽
を
設
置
す

る
際
、
町
で
補
助
す
る
考
え
は
。

　

④
排
雪
を
行
う
優
先
順
位
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
町
か

ら
作
業
予
定
の
情
報
提
供
が
あ

れ
ば
、
苦
情
も
減
少
す
る
と
思

う
が
。

町
長　
①
改
善
策
は
、
消
雪
施

設
の
機
能
向
上
し
か
な
い
と
思

っ
て
い
る
。
令
和
3
年
度
に
鑓

田
地
域
の
一
部
区
間
で
舗
装
の

改
修
工
事
と
、
老
朽
化
し
た
本

管
の
入
れ
替
え
と
ノ
ズ
ル
交
換

を
行
い
、
効
果
を
検
証
す
る
。

検
証
結
果
が
良
け
れ
ば
、
予
算

規
模
を
考
え
て
年
次
計
画
を
策

定
す
る
。

　

②
平
成
21
年
度
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
が
、
流
雪
溝
組

合
を
設
立
し
運
用
で
き
る
と
回

答
し
た
方
は
15
・
１
％
と
少
な

く
、
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

工
事
予
算
の
財
源
な
ど
の
見

通
し
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と

は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。

　

③
地
下
水
量
及
び
水
質
へ
の

影
響
な
ど
、
他
自
治
体
の
事
例

を
調
査
し
、
六
郷
地
区
だ
け
で

な
く
町
全
体
を
対
象
に
補
助
制

度
を
創
設
で
き
る
か
否
か
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

　

④
排
雪
作
業
が
必
要
と
判
断

し
た
際
は
、
除
雪
作
業
終
了
後

午
前
9
時
頃
か
ら
計
画
に
基
づ

き
作
業
に
入
る
。
除
雪
作
業
が

な
い
場
合
は
、
午
前
1
時
か
ら

午
前
7
時
ま
で
実
施
す
る
。

　

六
郷
地
区
の
排
雪
は
、
先
に

東
西
の
通
り
を
行
い
、
そ
の
後

南
北
の
通
り
を
実
施
し
て
い
る
。

降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
予
定

を
大
幅
に
変
更
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
も
生
じ
る
。
除
排
雪
作

業
は
強
い
緊
張
感
を
伴
い
、
ま

た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
確
保
が
困
難

な
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、

排
雪
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

融雪槽を使った除雪作業

所管事務
調 査

Report

総務総務常任委員会常任委員会

令和3年１月27日・2月3日令和3年１月27日・2月3日

◆調査内容 ◆調査内容

◆調査内容

◆意見 ◆意見

◆意見

共同化で導入経費を削減 配布物の減少を

備蓄品の一括管理を

　システムの共同化により、経費削減など
多くの効果が認められる。システムのデー
タセンターは、防犯・防災対策が徹底され
ており、安全性を確認することができた。
　国のデジタル化には、スムーズに移行で
きるものと考えられる。

　高齢化が進むこともあり、郵便等を使っ
た配布方法について費用比較も含め検討し
ていただきたい。
　「回覧」は、全世帯を歩かせることにな
り、留守世帯があればスムーズに流れない
こともあるため、安易に用いられるべきで
はない。

　新型コロナウイルスに感染した場合の対
応について、現在想定できる準備はされて
おり評価する。
　アルコール消毒液以外の備蓄品について
も、一括で管理できないか検討していただ
きたい。

　情報システムの開発・運用コストの削減
を目的に、県内12町村で共同電算システ
ムを導入し、平成25年度から運用してい
る。共同電算システム導入により、約45
％の経費削減、災害時のデータバックアッ
プ強化などの効果がある。
　秋田県町村共同電算システムは、国が進
める官公庁のデジタル化を先見した取り組
みである。

　配布物は、原則月２回（１日、15日）、行政
協力員を通じ、118行政区、６,345戸（２月１
日現在）に配布している。
　配布部数の世帯数区分に応じて、行政事
務連絡委託料を交付している。
　広報印刷物配布の基準を定め、安易にチ
ラシを配布せず、情報は可能な限り広報美郷
等に掲載することを原則としている。

　町では、職員や町民等が新型コロナウイ
ルスに感染した場合を想定し、対応フロー
図や公共施設対応方針等を作成している。
　申告相談では「三密の回避と消毒」を基
本とし、受付での検温、仕切り板の設置、
相談毎の消毒、定期的な換気等を行ってい
る。
　感染症対策備蓄品は、アルコール消毒液
を総務課で一括管理している。

秋田県町村共同電算システムの現状と今後
について　　　　　　　　　《企画財政課》

町内配布物の現状と今後について
《総務課》

新型コロナウイルスの影響による窓口対応
及び感染症対策備蓄品の現状と今後につい
て　　　　　　　　　　《総務課・税務課》

申告会場における感染対策を調査
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所管事務
調 査

Report

教育民生教育民生常任委員会常任委員会

令和3年1月25日令和3年1月25日

◆調査内容

◆調査内容

◆調査内容

◆意見

◆意見

◆意見

可視化で「わかる」が「できる」に

セルフケアの積極的な推進を

共通認識で学校運営に反映

　タブレットを活用しての学習は、児童生
徒が意欲的に取り組んでいるようであった。
　教室内における電子黒板、タブレット端
末を収納する充電保管庫等の環境整備に取
り組んでいただきたい。

　高齢者人口の増加とともに要介護者が増
加しないよう、介護予防事業や認知症予防
事業、セルフケア事業を積極的に進めてい
ただきたい。

　職員間で共通認識を持ち、スピード感を
持って学校運営に反映させていることを評
価する。児童生徒の登下校時の交通安全等
の危険を減らすために町、各種団体と連携
し、対策に努められたい。

　六郷小学校には、タブレット238台、美
郷中学校にはタブレット423台が設置され
ている。「調べ学習」や動画撮影による動
きの確認など、可視化することで「わか
る」が「できる」につながるメリットがあ
る。また、中学校では技術の「情報」でプ
ログラミングの学習が行われている。

　令和２年12月31日現在の65歳以上の人
口は7,381人で、そのうち要介護認定者は
1,448人（19.3%）である。在宅介護で
は、介護者手当支給事業、介護用品（おむ
つ）支給を行っている。介護サービスは介
護度の低い人の６割程度、介護度の高い人
のほとんどが利用している状況にある。

　小中学校では、保護者アンケートを年２
回実施し、アンケート結果に学校からの回
答を付けて保護者へ配布している。校内外
の環境等のことや保護者の子どもに対する
願いや思いを受け止める機会であり、誠意
を持って対応している。

小中学校におけるタブレット型パソコンの活
用について　《教育推進課・美郷中・六郷小》

高齢者介護の状況について
《福祉保健課》

学校現場での保護者からの意見への対応に
ついて　　　《教育推進課・美郷中・六郷小》

美郷中でタブレット授業を視察 六郷小で学校運営の説明

所管事務
調 査

Report

産業建設産業建設常任委員会常任委員会

令和3年１月21日令和3年１月21日

◆調査内容

住民が快適に生活できる施設整備を

　人口減少を見据えて効率的な設備工事が
行われたと評価する。
　地域住民の立場に立って、土壌脱臭装置
を採用したことを評価する。
　今後も排水処理施設の整備について、住
民が快適に生活できるように調査検討を重
ねていくことを求める。

○農業集落排水処理施設６ヶ所
　後三年、飯詰、野荒町、上畑屋、本堂、
一丈木処理区がある。

　六郷地区は公共下水道施設で、浄化処理
施設は大仙市にある。

　町の目標である「令和３年度水洗化率
80％」は達成する見込みである。

○300人槽に計画変更
　後三年地区農業集落排水処理場は、昭
和61年に800人規模の処理施設として
供用開始された。人口減少を勘案すると
300人槽で十分なことが判明、計画変更
し工事を実施した。

○土壌脱臭装置を採用した理由
土壌中の臭気成分は、ろ過材と共に土壌
に吸着され、微生物による分解後、無臭
のガスとして大気に発散される。

後三年地区農業集落排水浄化槽設置工事に
ついて　　　　　　　　　　　　《建設課》

○今後の農業集落排水処理施設の整備
飯詰処理場については公共下水道への接
続を計画している。千畑地区の処理場に
ついても、人口減少を鑑み公共下水道へ
の接続などいろいろな選択肢を検討して
いる。

工事の進捗状況の説明

浄化槽を視察

◆意見
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みさと
議会だより 

第66号 
クイズ

正解と当選者

★クイズ
【問１】	 道の駅改修工事費（道の駅棟）は○億9148万円

【問２】 	今回の表紙は美郷中男子○○○○○ボール部

◎クイズ当選者　
多数のご応募、議会や議会だよりに対するご意見・ご感想ありがとうございました。
抽選の結果、次の方々が当選しました。

→【正解】バスケット

→【正解】２

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
最
上
友
佳
梨
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

部
員
数
は
２
年
生
11
人
、３
年
生

11
人
で
週
５
日
、練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
限

ら
れ
た
試
合
数
で
し
た
が
、自
分
達
の

や
る
べ
き
こ
と
に
目
を
向
け
取
り
組

み
ま
し
た
。チ
ー
ム
の
特
色
は
、美
郷

中
ら
し
い
元
気
と
や
る
気
を
常
に
持

ち
、練
習
や
試
合
に
望
む
こ
と
で
す
。

今
後
の
抱
負
は「
目
の
前
に
あ
る
試
合

に
一
戦
必
勝
で
挑
む
」と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
部
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
勇
往
邁
進
」の
精
神
で
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

伊藤恵佳 様　　　小沼芳枝 様　　上田陽子 様　
杉沢リウ子 様　　藤原ヒサ 様

  第7回 第7回   ムチューデント ムチューデント 美郷中 美郷中 女子バスケットボール部女子バスケットボール部

自
治
功
労
者
表
彰

秋
田
県
町
村
議
会
議
長
会

自
治
功
労
者
特
別
表
彰

澁谷　俊二　議員
議員在職23年

◆
主
な
経
歴

仙
南
村
議
会
議
員

（
平
成
９
年
９
月
～
平
成
16
年
10
月
）

美
郷
町
議
会
議
員

（
平
成
16
年
11
月
～
現
在
）

美
郷
町
議
会
議
長

（
平
成
29
年
10
月
～
現
在
）

◆
主
な
経
歴

　

六
郷
町
議
会
議
員

　

（
昭
和
63
年
６
月
～
平
成
16
年
10
月
）

　

美
郷
町
議
会
議
員

　

（
平
成
16
年
11
月
～
平
成
19
年
３
月
、

　
　

平
成
21
年
10
月
～
現
在
）

◆
主
な
経
歴

　

美
郷
町
議
会
議
員

　

（
平
成
17
年
10
月
～
平
成
21
年
9
月
、

　
　

平
成
25
年
10
月
～
現
在
）

泉　美和子　議員
議員在職30年

鈴木　良勝　議員
議員在職11年

議
会
の
動
き

第
2
回
臨
時
会

（
令
和
３
年
2
月
1
日
）

第
3
回
臨
時
会

（
令
和
3
年
2
月
16
日
）

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

　

議
案
１
件
を
審
議
し
、
全
員
賛
成
で
原
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

議
案
１
件
を
審
議
し
、
全
員
賛
成
で
原
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
要

す
る
経
費
、
従
来
の
制
度
に
加
え
て
豪
雪
や
暴

風
雪
な
ど
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
住
宅
等

の
復
旧
工
事
も
補
助
対
象
と
す
る
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
金
の
増
額
、
公
民
館
移
動
式
観
覧
席

修
繕
工
事
費
な
ど
へ
２
０
２
１
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
４
４
億
４
３
２
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

除
排
雪
費
の
増
額
、
農
業
の
雪
害
対
策
緊
急

支
援
事
業
補
助
金
な
ど
へ
８
９
０
５
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
４
５
億
３
２
２
６
万
円
と
し

ま
し
た
。

雪
害
被
害
へ
の
助
成
は

村
田
議
員　
雪
解
け
後
に
判
明
す
る
果
樹
の
枝

折
れ
等
へ
の
助
成
は
な
い
の
か
。

農
政
課
長　
復
旧
に
対
す
る
支
援
は
、
内
容
の

調
整
・
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
関
係
予
算
の
提

案
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

２
月
１
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

第
２
回
議
会
臨
時
会

	

政
策
等
意
見
交
換
会

　
　

３
日	

総
務
常
任
委
員
会
（
所
管
事
務
調
査
）

　
　

12
日	

秋
田
県
町
村
電
算
シ
ス
テ
ム
共
同
事
業
組
合
定
例
会

	

秋
田
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

　
　

16
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

第
３
回
議
会
臨
時
会

	

政
策
等
意
見
交
換
会

	

議
会
意
見
交
換
会

　
　

19
日	

大
仙
美
郷
介
護
福
祉
組
合
議
会
定
例
会

	

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会

　
　

22
日	

議
会
運
営
委
員
会

　
　

24
日	

議
会
連
絡
会

３
月
１
日	

第
４
回
議
会
定
例
会
（
～
12
日
）

	

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

５
日	

予
算
特
別
委
員
会
（
～
８
日
）

　
　

８
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

総
務
常
任
委
員
会

　
　

９
日	

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　

11
日	

議
会
連
絡
会

	

教
育
民
生
常
任
委
員
会

	

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

12
日	

政
策
等
意
見
交
換
会

　
　

29
日	

政
策
等
意
見
交
換
会

	

議
会
運
営
委
員
会

４
月
５
日	

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

12
日	

大
仙
美
郷
介
護
福
祉
組
合
議
会
臨
時
会

　
　

13
日	

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

16
日	

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

21
日	

議
会
広
報
常
任
委
員
会
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答



●次回定例会は、6月上旬を予定しています。
　日程は6月1日発行の「お知らせ版」をご覧ください。

応募方法／

あて先／

締切日／

〒019-1541　美郷町土崎字上野乙 170番地 10
美郷町議会事務局　議会だより係

令和３年5月31日（当日消印有効）

○の中だけお答えください

問1

問2

みさと議会だより 第67号
20

美郷町議会事務局 〒019-1541 秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙170番地10（美郷町役場内）
TEL.0187-84-4912 FAX.0187-85-3102 E-mail gikai @ town.misato.akita.jp

美郷町ホームページ  http://www.town.misato.akita.jp/

地球環境にやさしい
ベジタブルインキを
使用しています。

【印刷・製本】株式会社アイ・クリエイト

　はがきにクイズの答え、氏名、住所、年齢を
書いてお送りください。正解者の中から抽選で
5人の方に粗品を差し上げます。また、議会
へのご意見をお待ちしております。

シリーズ

お問合せお問合せ

～３Ｂ体操“美郷”～
心身ともにスッキリと

vol.62

代　表：照井代根子さん
日　時：第１・３水曜日　19:00 ～ 21:00
場　所：美郷町南ふれあい館
連絡先：照井代根子さん（0187-82-1236）

　「
３
Ｂ
体
操
〝
美
郷
〞
」
代
表
の

照
井
代
根
子
さ
ん
に
お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

　
当
サ
ー
ク
ル
は
、
仙
南
村
の
時

に
加
藤
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
が
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
の

一
環
と
し
て
始
め
ら
れ
、
今
年
で

22
年
に
な
り
ま
す
。

　
３
Ｂ
体
操
は
、
３
つ
の
用
具

（
ボ
ー
ル
・
ベ
ル
・
ベ
ル
タ
ー
）
を

使
い
、
様
々
な
音
楽
に
合
わ
せ
て

行
う
体
操
で
、
𠮷
和
46
年
に
始
ま

り
ま
し
た
。
誰
で
も
無
理
な
く
、

楽
し
み
な
が
ら
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ベ
ル
タ
ー
の
伸
び
縮
み
を
利
用

し
た
体
操
は
、
関
節
の
可
動
域
を

拡
げ
筋
肉
の
柔
軟
性
を
高
め
る
た

め
、
美
し
い
姿
勢
づ
く
り
に
も
効

果
的
で
す
。

　
終
わ
っ
た
後
は
ス
ト
レ
ス
も
な

く
な
り
、
仲
間
と
の
楽
し
い
会
話

で
心
身
と
も
に
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
。

　
毎
月
２
回
、
第
１
・
第
３
水
曜

日
の
19
時
か
ら
南
ふ
れ
あ
い
館
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
一
緒
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
見
学
、
入
会
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

令和3年度一般会計当初予算は、
◯◯◯億円

今回の表紙は美郷中
女子◯◯◯◯◯ボール部


